
市政だより

開
催
ま
で
、
あ
と
一
年
。

おかざき
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　マスコットキャラクターの「ピーコ」が楽

しげに飛びかつて、葵博岡崎’87の開催を告げ

ています。 70周年記念事業実行委員会では、

市民の皆さんに楽しんでいただけるように様

々な催しの企画を進めています。

ぶ^

４
葵
博
岡
崎
8
7
の
開
催
予
告
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
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主な内容　…………………………………………………………………

ご紹介します。

　今年度完成した主な施設……………２・３

定期講座のご案内（勤労青少年ホーム・

働く婦人会館・福祉の村）……………４～６

シャクナゲの里利用案内……………………７
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紹
介
Ｉ
ま
す
。

今
年
度
完
成
Ｑ
主
７
施
設
。

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
快

適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

振
興
の
た
め
に
、
そ
の
活
動
の
拠
点

と
な
る
学
区
市
民
ホ
ー
ム
十
六
館
を

建
設
し
、
全
館
完
成
ま
で
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
緑
丘
・

上
地
学
区
の
人
口
増
加
に
備
え
て
竜

南
中
学
校
を
新
設
す
る
な
ど
、
二
十

一
世
紀
の
岡
崎
を
担
う
子
供
た
ち
の

た
め
に
義
務
教
育
施
設
の
充
実
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
完
成
す
る
施
設
を
紹
介
し

ま
す
。

･

井田

城南（写n）

▲学区子どもの家完成予想図

商竺1
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･i幽心ｱ
▲学区市民ホーム

　７Ｍ共

宸這町逗£瓦bいJS　之･。

梅園、井川、竜英丘

三鳥、六ッ英中部

美 ri、小豆坂(写在)

岩津、岡崎、竜谷

▲そだちの家(福祉の村)
男川、緑Ir.

藤川、北野

恵田、

山中、

･
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晦　

学
校

一一

▲クラブハウス

竜海中学校(写真)

河合中学校

竜南中学校

ト
岩
松
保
育
園

その他の施設

ト
プ
ー
ル

藤
川
小
学
校

北
野
小
学
校
（
写
真
）

市政だより お　か　ざ　き

学校の増改築

｜

●

加

霜

●

根石小学校

井田小学校

矢作南小学校

甲山中学校

常磐中学校

μ

心タベ
　　▲屋内運動場

矢作北小学校(写fい

北野小学校

竜南中学校

χ
』

　
　
岡
崎
小
学
校

　
一

大
門
小
学
校
（
写
真
）

　
　
小
豆
坂
小
学
校

４
運
動
場
照
明
設
備

中央クリーンセンター〔姓設中j(高隆寺町)

消防署南出張所〔仮称〕(下青野町)

中央クリーンセンター、岩松保育園、そだち

の家、運動場照明設備の建設には、年金積立

金還元融資を受けています。



４

勤
労
青
少
年

　
　
ホ
ー
ム

　
定
期
講
座

萱
5
1
‐
4
1
0
4

　
受
講
資
格
　
市
内
に
在
住
又
は
在

勤
の
勤
労
青
少
年
（
十
五
歳
～
二
十

九
歳
）

　
受
講
時
間
　
全
講
座
と
も
午
後
六

時
三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
申
込
方
法
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
（
上
六
名
三
丁
目
）
で
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。

　　　物笏多
⑩勿

/M

講座名 講座内容 講師 開　設　日 定員 申込受付日 教材費

英会話 日常のあいさつから簡単な会
話まで。指導テープも利用 石川院友

4 Iと8 Hじ 9ぶ日9日　20
回 20名 ３月ｎ日出 2,000円

茶　道 (宗偏流〉茶席の作法と実習 鳥僑ゑみ
４月8 日～9月９日

　の毎･週火曜日　　20回
15名 ３月ｎ日出 7,000円

火曜料理
|家庭でできる料理、おやつの

　　　　　基本と実習
畔･仰憲r-

４月８日～9月９日

　の毎一週火曜日　　20回
24名　３月ilロ(火) l-l,lKX!川

MVZ1>人門から初級代暖の基礎 富川国広
４月９日～6月25日

　の毎週水曜日　　12回
15名1 3 月12日('K)

　　」

LM")(1I)円

　　　　　毛筆又はペン字の基本から文
書　道，部省認定試験{ 3級～2級）

　　　　　受験までの指導

加藤雨石
4 月9日Q

　の毎週水u&
ヅ　20回 20名 3 月i2日困 fJ.OOO円

　　　　　　家庭でできる料理、おやつの
水曜料理基本と実習

鈴木ひろ子
４月9 日～8月27日

　の毎週水曜日　　20回
24名 ３月12目('W 14,000円

レタリング
レタリングの初歩から応用ま

で
野沢叫行

４月16日～９

　の毎週水m

1

日
3日　20回 20名 3 月i2[|附 い川円

木曜料理
家庭でできる料理、おやつの

基本と実習
後藤スレr-

4 t]10卜～^

　の紅週木【6
ヅ　20回 24名 3 月13日附 U,i川川

手　編 原型・m礎から尖技までの実
習及び文祁省検定を受嶮てき
るよう指導

鈴木さだ了
-1月10日～8月28日

　の毎週木曜日　　20回 20 名 3 月13口巾 ti.llDO円

いけぱな 〈池坊〉花のいけ方と実習 高僑ゑみ
4 )]10[I～8月28日

　の毎週木曜日　　20 [51 20名 ３月卜川村 1丿仰1

煎茶道 〈松月流〉煎茶席の作法と実習
葉茶を別して飲み時節の昧を
楽しむ

目下栄翠
･1i｣10日～8 月28日　　　＿

　の仇･週木曜日　　20回
15名 3 月l託|困 7,00[)i"i]

恥 m 入門から初級程度の基礎 赤木禎行
４月Ｈ日～６月27日　　　Ｉ

　の伍,週金曜日　　121p|　15名 3 月u口剛 2.1)剛｣1

着物着付
浴衣から訪問着までの着付実

習
?il尚ダゲ4 ﾂﾞ諮- 7詣5H　16町30名 3 月14日介 ■1,800円

金曜料理
家庭でできる料理、おやつの

基本と実習
鈴木恵子

４月Ｈ日～8月29日

　の毎週金曜日　　20回 24名 ３月14剛斜 14,000円

豹ぱ ジャズダンスの基礎と振付 服部キョメ
4 月ll日～８月29日

　の毎週金曜日　　20回 30名 3 月14日溺 無糾

　　　　　卜華道雅楓流〉手近な花か使う
自由花，万11tJニマ。チしたい汗ばな 日下雅帆

4 月11日～8月29日

　の毎週金曜日　　20回 20名　3 月14 日吻 14,01)0円

バレーポール、バスケットボール、バドミントン、　　　　　　　　　　平　日…午後１時～９時

卓球、社交ダンス、フォークダンス、テニス、料理　　　　　　開館時間：日曜日…午前10時～午後５時

などのクラブ活動もしています。　　　　　　　　　　　　　　　月曜日・祝祭日…休館日

･
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●
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市政だより　　お　か　ざ　き昭和61年３月１日５

齢

ｉ

定期鰯朧

　
受
講
資
格
　
市
内
に
在
住
又
は
在

勤
の
婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
は
必
要
で
す
）

　
申
込
方
法
　
下
表
の
申
込
受
付
日

の
午
前
十
時
三
十
分
に
、
働
く
婦
人

会
館
（
伊
賀
新
町
）
で
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
教
材
費
を
添
え
て
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
　
受
付
時
間
に
定
員
を
越
え
て
い

　
る
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

働
く
婦
人
会
館

萱
2
3
1
2
9
6
3

･

●

｜

●

･

講座名 講座内容 講師 期　間 開設　日時 定員 申込受付日 教材費

家庭料理
家庭で手軽にできる日本、西

洋、中華料理など

兵藤　栄
山田正之

小野手削.子
僑本　巌

り卜９月

　20回

毎一週火曜日

午前川:0 0～!2:00
40 名 ３月22日出|　　　。

毎週火曜日

午後6:30～8:30
40名 3 月16日剛

14^、りりりn

きもの着付

　　　　　　　　　　　　　　　｜

口々胎を.’壬'’十どり゛カベ^什

丿三僑芙千子
4 I ～9月

o回

紅月第-i･S水曜日

午前10:00～12:00
20 私

3 月22日出

3,000円で、初めてのかたでも簡単に

着ら汪るように指導 原山仕子
4 月～7 I丿畢諒ﾔ00- 3:,oﾄﾞo名

12回　際
6:30し8 :30

20名,ド月l6日面

Ｐｊ
ペンとボ― Iレペンの基本筆法

から検定s級の受験指導まで

松岡森吉 4 月～９月

　lO回

毎月第i･3火曜日

午前10:00～12:00
30名 ３月22日出

3.000円

畔柳美智子
毎月第1･3金曜日

午後e:30～8:30
20名 ３月16日収

ｕμ 楷書・行書・草書・かなの基

本筆法か指導
松岡森吉

4 y
～9川毎月第2･4火曜日130名
o回　午前10:00～12:00

3 月l8日圃 3.000円

ホーム洋裁
文化式洋裁の基本からスT';ー

ト・ワンピースなどの製作

近藤尚肢
4 月～３月

　40回

毎一週土曜日

午前10:00～12:00
30剔３月18 a ㈹ (i.OOO円

中限たっ子
４月～9月

　20IL1.I

征週火曜日
午後e:30～8:30

15名 ３月i6日(ni　3.000円

和　裁 基礎縫いから長着などの製作 小栗愛子
4 n～３月

　40回

似週水曜日

午前10:00～12:00
20 名 ３月18日(幻 7､000円

手　編

　　　　　　　　　　し丿＼~-3月

' -hr　、　　，，，ﾄK~l. if　　20(iil

毎月第i-z火曜日'’）名
午前10:00～12:00汗

３月18日叫

6.1)00円
r刀/し｀ち,一ゝ、り口「fymv／-iiiiw’|列i'i'-ゝ/ヽI

謁ぎ-] H-M-k診8:30 20名' 3 J116目剛

パッチ
ワーク

パｙ千ワークの基礎と小作品

の契印

荘田公r･

-----------

』|IJill上r･

4 }]～9川

　10 [n]

毎･n 第2･4金曜日

や前10:0り～12:00

--･---一一一一一一･･--一一
縁月第1･3水畔日

午後6:30～8::30

20名
----

15名

3 月lB日㈹

一一一一一一一一一一j　2.500円

３月16 B (ill

基礎英語 中1～中2までの初歩的な以語!稲葉みどり
4 >■ト引1

　20101

毎週金叱日

午前10:0(卜12:00
30名 3 月i8日叫 i.OOO円

籐細工 基礎編みと小物の製作 竹内||ir卜白4 } ～9 J-i

0回

毎月第2･4木唯日

午前10:00～12:00
20名 ３月22日山 6,000円

初級簿記
商業簿記の界礎から検定受験
指導

朝岡佐市
り卜9 月

　20|n|

毎一迦十､|㈲日

午後1 :00～3:00
30名 3 月22日剛1　3.000円

中級簿記 より進んだ商業簿記を指導 仙岡佐＼＼i
4 JJ～３月

　20回

毎月第2･4火曜日

午後1:00 ～3:00
20名 ３月22日出 S,000円

生　花
嵯峨の従]所からの古い伝統を

初歩から
)',-島静子

4 )-|- 9 月
　　20[lil

毎週水曜日

午後6 :;^(ト8:30
20名 ３月16日㈲ 12.000円

染　色
ろっけつ、しぼり, や染等の
技法を使っての小作品の製作

山本明芙
4月～9 月

　lo回

卵,月第2･4土唯日

午後1:00～3:00
20 名 ３月22日出 5,000円

ヨ　ガ
姿勢を美しくすることなど

ョがの基本を指導
川田恭平

４月～9月

　20|Nl

毎･週金曜日

午後ら:30～8:30
40名 ３月16日剛 3,1)1)0円

エアロ
ビクス

リズムにのぅて楽しく無理な

く健康づくり
鈴木心慨

4 J卜９月
　lO回

毎一月第1･3火曜日

午m]10:00～12:00
30 名 ３月i8日図|　600円

ﾘｽﾞﾑ体操
心と体を更にフレッシュアッ

プ
岡m瓦知子

4)]～９月

　10回

毎月第2･4金叩日

午前10:00～12:00
40 名 ３月18日出 600円

ジャズダンス
初心者を対象としたステップ 丹羽幸世 ４月～９月

　loiai
紅,月第i･3水曜日

午後6:30～8:30
30 名 ３月16日川 600川

卓　球
基礎技能からゲームまでを指

導
神谷新三

4 Jl～9月
　lO川

毎月第i･3金曜日

午後e:30～8:30
30 名 ３月16日口 l,OOO円



６

講座名 講　　師 開　設　日 時　　間 定員 教材費

民踊教室 山木ふみえ 臨月第i -3日|㈲日 午前10時～下　午 30名 テキスト代1［Ml
　　300円程度

花道教室 細井川月 毎月第y ・3日川日 午前10時～午'i&2時 30名
材料費1回
500～600円程度

茶道教室 峯沢叶美 毎･月第１・３日曜日 午卵m時―午後２時 30名 材料費1 力月
　　300円程度

詩吟教室 豊川幸治郎 毎,月第2 ・4日曜日 午前10時～午後２時 4(名 テキスト代
　　若　　干

紙工芸教窒 竹野みち子 毎月第2・A日川口 午前ｍ峙～正　午 15名
召料費1 回
600 ～700円襟度

老人ﾖｶﾞ教窒 岡田恭平 毎月第i・３水曜日 午■i&l時～午後３時 20名 子キ又卜代初陣｢年剛
　　2.500円程度

定
回
読
窟

　
⑩
ご
屋
内

●

ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｉ

｀
。

老
人
セ
＾
＾
＾
-

･-¶¶--=　===-j
ヶ福祉の村｀･

Ｉ．　　．___／

清
楽
荘

昔
24

Ｉ
フ
５
４

　
受
講
資
格
　
巾
内
又
は
額
田
町
・

幸
田
町
に
在
住
の
六
ト
歳
以
上
（
初

心
者
）
の
か
た

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
は
必
要
で
す
）

　
申
込
方
法
　
三
月
ニ
ト
五
日
図
ま

で
に
、
福
祉
の
忖
老
人
セ
ン
タ
ー
清

楽
荘
へ
、
直
接
又
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
　
定
貝
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

●

　
受
講
資
格
　
在
宅
重
度
障
害
者
丁

二
級
程
度
の
初
心
折
を
優
先
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
講
座
で
は
、
一

部
お
断
り
す
る
場
八
‥
が
あ
り
ま
す
。

　
募
集
人
員
　
各
講
座
と
も
三
十
名

　
申
込
方
法
　
三
月
ニ
ト
二
日
出
ま

で
に
、
電
話
又
は
文
書
で
①
住
所
②

氏
名
③
障
害
部
位
①
障
害
等
級
⑤
講

座
名
⑥
緊
急
連
絡
方
法
を
明
示
し
て

福
祉
の
村
身
体
障
害
者
セ
ン
タ
ー
‘
友

愛
の
家
（
〒
桐
市
内
欠
町
字
清
水
川

７
の
Ｉ
）
　
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
セ
￥
一

⑩舒団
●

友
愛
の
家

　
定
期
講
座

萱
り
　
８
0
７
7

●

定
期
朧
朧

の
ご
扇
惣

講座名 開　設　日 時　　間 場　　所

機能回復訓練 毎迦木曜　日 午l)()9時～午後２時30分i

書　　　道 海月第ぃ３火|緋!
'
'-＼--前10時～正　　午

柵　祉　の　村

友　愛　の　家
生　　　花 毎月第i ・3火川日 午後1 叶～2時30分

ペン習字 毎月第２・４火川日 午前10 時～正　　午

編　　　物 毎丿]第2 ■4火|｢^!ﾖ 午後１時～2時30分

ソフトボール 海月第l・３日曜日 午前10時～正　　午 醐　祉　の　付
スポーツ広場

水　　　泳 毎　月　月　川　日 午後^吋o分～8時30 分
岡　ill介　屯　丿戊

スイミングクラブ

短　　　歌 毎一月第4日曜日 午前10時～,V.　　午 椙　柾　の　村

友　愛　の　家

　(視党障占部)編　　　物 毎)i 第4［I 曜日 午後1 時~ 2時30分

･



- ７

昭和oi年3 月1［1

間
前
ま
で
に
、
竹
財
課
財
産
係
（
巾

役
所
五
階
）
へ
、
印
鑑
持
参
の
う
え

お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電

話
予
約
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
施
設
使
用
料
　
無
料

　
現
地
に
用
意
し
て
あ
る
も
の
　
テ

ン
ト
（
六
張
）
、
毛
布
（
一
人
一
枚
）
、

飯
ご
う
、
な
べ
、
包
丁
、
ま
な
板

※
　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
な
る
べ
く
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ

　
い
。
薪
（
ま
き
）
に
つ
い
て
は
あ

　
っ
せ
ん
し
ま
す
。
な
お
、
テ
ン
ト

　
の
持
込
み
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

･ ／ ● Ｚ ／ ノ ● ／ Ｓ ／ １ ／ ４ ノ ●

申持

込ち

方物

法

　昼

は食

が・
き水

に筒

　｀な

参ど

加

／｜ノｌ／．･ノ●／Ｊ・／．／・ｙ４Ｊ・／．J・／■♂●／.

時
　
巾
役
所
束
玄
関
前

　
解
散
時
間
　
午
後
四
時
三
十
分

　
（
予
定
）

　　　　に
集参募限

合加集り

時費人ま

間　員す

及無　　’2｀

び料各

場　　日

所　　と

　　　も

午　四

前　十

九　　名

ノ ● ／ ” ． ／ ● * ･ ♂ ／ ● ¢ タ ノ ● ・

ｅ
　
一
　
・
　
一
　
一
　
●

ド
の
グ
ル
ー
プ
（
例
え
ば
家
族
）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
小
・
中
学
生
は
保
駿
者
同
伴

市政だより お　か　ざ　き

岡崎鳳来教育林

　｢シャクナゲの里」へ

　出かけようよ

飯
田
市
へ

７

Ｑ

ご

Ｊ

｜

･

●

^

-

　
五
十
し
年
に
オ
ー
プ
ン
し

て
以
来
の
四
年
間
、
多
く
の

か
た
に
ご
利
川
い
た
だ
い
て

い
る
「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
吼
」

を
、
今
年
も
四
月
十
五
目
か

ら
開
設
い
た
し
ま
す
。

　
所
在
地
　
南
設
楽
郡
鳳
来

町
（
鳳
来
湖
上
流
）

　
期
間
　
四
月
十
五
日
圃
～

十
月
十
五
日
出

　
利
用
で
き
る
か
た
　
三
人

か
ら
八
人
く
ら
い
の
グ
ル
ー

プ
単
位
で
、
市
内
に
在
住
、

在
勤
又
は
在
学
の
か
た
（
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
、

高
校
生
は
学
校
の
承
諾
書
が

必
要
）

　
申
込
方
法
　
日
帰
り
・
宿

泊
い
ず
れ
も
利
用
日
の
一
週

察内図

容23－6058

ハ

国道?b7号噫

新双

上勤　町ヤ　　　＠
の又参－ク見五開

かは加　ナ学月催

たを資　ゲ先|･日

で学格　の　一一

　｀し　　　　'1!岡目○

個･て市　一崎＠叫

人･い内　　南Ifil五}＼

又るに　　設来月二

は小<＼.　柴教ト十
六･学Hﾐ　耶育八七

人･生　｀　　，賎林日　目

以･以在　　来ッ

１いがてりシくで　．五　連う多込施崎.1)電氏希

ｉま　｀はまヤだきそ日申絡え数み設ill内話名望

叉せそ応すクさるのーヽ込し決のくめ役ト番i大日

・んの急　゜ナい服他必期ま定場だぐ所1ﾓ号

袋　

｀

ｌ　°後処③ゲ　゜装　着限すし合さり広町を登参

｜蜜
の置事の②で①-　゜｀は^> “報二記心加

ｉ

出資は故＼＼k現参山　三　代　｀　’Sへ課丁人に者

l

j?E
任しに売地加歩　月　表抽応お広口しぶ全

ｉ徘はまつもでしき　　二　者選募巾聴几てリ員

ｉ町負すいあはての　十　にの者し係番　ヽ・の

｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．地〒年住

レ

ーi シャ々ナヶの里　］辻ftp

グ

し/^-/.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/参/ψ/●〆i->●.^r/●〆'-/●*'> ｀ﾉ.^'ﾉﾉ●り‘か/･ｿ●

広
報
課
広
聴
係

　
萱
二
三
　
六
四
九
一

:政・

　鳳来湖

９トゾ■M∴

鳳来寺山

驚７

ふ
斗
↑

三河川合i

鳳来橋　｜

国道151号線

細江町へ

　交通機関・所要時間

一一一１鉄道の場合豊僑経由
-　　　　　　ﾐﾐJ
国鉄飯田線7三河川合｣駅

下軋徒歩約3時Rl](9km)

』亜寮西叶]閻崎か

●-　　　　　　　-ら約２時|llj30分( 75km)

束名高速経由で約2時間

f
Ｑ
Ｓ
Ｖ
’
＾

日
曜
施
謹
め

　
　
参
加
者

／●yi｀ノ●yり●り‘か／･゛ノ●ｒり●♂'り●♂～ｒノ●／＾鴫／しマノ●/t･ノーｚヽ'／●ｒり●みり¢どノり″ｘノ●／フノ●り♂(♂り●／１／●ノり●♂'ｒノ●／ｔ
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Ｉ
Ｊ

東
岡
崎
駅
周
辺
の

　
　
自
転
車
公
害

竜
海
ブ
ロ
ッ
ク

　
山
本
　
直
明
（
明
大
寺
本
町
）

た
駅
周
辺
の
自
転
車
公
害
も
、
市
の
い
ろ

‐
　
　
―
－
　
　
　
－
！
　
　
１
　
｀
　
。
ｄ
『
　
　
　
　
Ｉ
　
！
　
１

一

い
ろ
な
対
策
で
、
一
時
よ
り
は
か
な
り
少

一一
■ "I一i ―t一I ti――^-t一r ' 11 9f

な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
そ
れ
で
も
ま
だ
。
歩
道
に
放
置
さ
れ
た

崎
駅
前
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

１
隣
？
ｌ
！
ｌ
↓
｀

；一丿・こ・Ｚ・ ，

●

思
い
は

　
は
る
か
宇
宙
へ

常
磐
ブ
ロ
ッ
ク

　
藤
井
　
康
子
（
大
井
野
町
）

一
月
十
四
日
、
滝
町
の
高
台
に
あ
る
、
か

お
る
幼
匯
園
で
、
常
磐
中
学
主
匪
の
ハ
レ

ー
す
い
星
を
見
る
会
が
聞
か
れ
圭
し
か
～

　
中
学
生
だ
け
で
な
く
、
広
く
学
区
の
皆

さ
ん
に
声
が
か
け
ら
れ
、
じ
ト
六
年
に
Ｉ

度
の
す
い
凪
を
昆
よ
う
と
、
阿
片
ト
名
余

り
の
人
が
眼
ま
り
ま
し
た

　
小
島
す
い
星
の
発
見
者
、
県
教
育
セ
ン

タ
ー
の
小
島
に
久
定
生
仝
お
招
き
し
、
す

い
星
の
地
万
の
指
導
を
受
け
、
観
測
を
始

め
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
皮
に
か
け
て
の
、

尾
の
感
じ
が
な
く
な
る
ほ
ど
の
寒
さ
も
な

ん
の
そ
の
、
す
い
頃
を
見
つ
け
よ
う
と
一

生
懸
命
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
最
初
は
な
か
な
か
昆
つ
か
ら

ず
、
月
や
木
星
や
ス
バ
ル
を
観
察
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
小
島
先
生
が
、
す
い

星
に
焦
点
を
八
口
わ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
わ
ず
か
に
見
え
る
だ
け
で
、
写
真
な

ど
で
見
る
よ
う
な
、
尾
を
引
く
姿
は
望
め

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
互
い
に
「
ハ
レ
ー
す
い
星
見

｜

．
｛
｀
’
Ｓ
″
。
I
I
-
　
―

≫
(

番待ち

同
士
も
、
大
人
も
ｆ
供
も
大
騒
ぎ
、
興
奮

の
渦
で
す
。
あ
と
は
満
天
の
星
を
昆
な
が

ら
、
小
島
先
生
の
星
座
に
ま
つ
わ
る
神
話

&一一一一^x一一一―It一一一一-II－一一-"-*5一■

を
お
聞
き
し
て
、
は
る
か
宇
宙
へ
と
思
い
］

を
は
せ
ま
し
た
。

　
三
‥
‥
‥
十
三
‐
ご
ろ
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ヴ
バ

宇
宙
開
発
機
関
の
バ
レ
ー
探
査
機
ジ
オ
ヴ
１
　
１

卜
が
、
ハ
レ
ー
す
い
星
の
中
心
に
あ
る
小
一

さ
な
核
（
本
体
）
か
ら
五
百
キ
ロ
く
ら
い
　

　

に
ま
で
近
づ
き
、
写
真
搬
杉
を
す
る
そ
Ｉ

う
で
す
。
す
い
星
の
本
体
を
テ
レ
ビ
で
見
一

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

一

一
度
夜
空
を
見
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
、
】

と
て
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
気
分
に
な
れ
る

と
思
い
ま
す
よ
。

Ｌ

Ｌ

１

-

自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
が
道
を
ふ
さ
ぎ
、

人
通
り
の
多
い
駅
周
辺
で
は
、
小
さ
な
子

供
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
白
‥
転
車
を
引
い
て

ゆ
く
人
が
通
り
づ
ら
い
思
い
を
し
て
い

ま
す
．

　
吹
矢
や
菅
生
川
堤
防
の
自
転
車
置
き
場

こ
こ
数
年
た
び
た
び
問
題
に
さ
れ
て
き
　
　
だ
け
で
は
収
容
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
自
転

巾
利
用
噺
は
増
え
て
い
ま
す
。
通
勤
・
通

学
に
は
と
て
も
便
利
な
白
‥
転
車
、
ミ
ニ
バ

イ
ク
で
す
が
、
自
分
の
一
台
く
ら
い
、
と

い
う
気
持
ち
が
、
人
き
な
迷
惑
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
利
川
者
の
モ
ラ
ル
が

い
ち
ば
ん
問
越
で
す
が
、
ほ
か
に
も
置
き

場
が
必
要
だ
と
も
思
い
ま
す
。

　
毎
朝
早
く
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
高
齢
者
能
力
活
川
協
会
）
の
人
た
ち

が
。
歩
道
に
置
か
な
い
よ
う
指
導
し
て
み

え
ま
す
が
、
注
意
さ
れ
た
時
は
し
ば
ら
く

な
く
な
っ
て
も
、
ま
た
数
日
で
尼
に
も
ど

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
。
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
放
置
自
転
巾
は
な
く
な
り
ま

せ
ん
。

　
他
の
町
で
は
、
か
な
り
厳
し
い
措
置
を

と
っ
て
成
功
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で

す
。
で
も
、
そ
う
し
な
く
て
も
放
置
車
が

な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ち
の
特
派
員
’
£
ｌ
Ｏ
ｆ
。
＾

･



お　か　ざ　き市政だより日
１

月３昭和61年-９

　
市
の
施
設
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
よ

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。

　
開
催
日
と
見
学
コ
ー
ス

○
四
月
十
六
日
伽
　
東
部
学
校
綸
食

　
セ
ン
タ
ー
～
地
域
文
化
広
場
～
奥

　
殿
陣
屋
（
昼
食
）
～
消
防
署

＠
四
月
十
七
日
俐
　
市
議
会
議
場
～

　
地
域
文
化
広
場
～
岡
崎
公
園
（
任

　
食
）
～
消
防
署

＠
四
月
十
八
日
吻
　
消
防
署
１
地
域

　
文
化
広
場
～
少
年
自
然
の
家
（
昼

　
食
）
Ｉ
岡
崎
公
園

　
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
又
は
在

　
　
　
　
　
　
　
・
　
＠
　
　
　
　
・
　
＠
　
・
　
・

勤
の
か
た
で
、
個
人
又
は
六
人
以
下

の
グ
ル
ー
プ

　
募
集
人
員
　
各
日
と
も
四
十
名

　
参
加
費
　
無
料
（
た
だ
し
、
お
か

ぎ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
の
人

・

場
料
一
人
二
百
四
十
円
は
各
自
負
担
）

　
集
合
時
間
及
び
場
所
　
午
前
八
時

四
十
五
分
　
市
役
所
東
玄
関
前

　
解
散
時
間
　
午
後
三
時
十
五
分
（
予

定
）

　
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒
、
筆
記
用

具
な
ど

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
、
参
加
希

望
の
日
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏

名
（
代
表
者
に
○
印
）
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
人
し
て
、
〒
川
　
市
内

十
王
町
二
丁
目
九
番
地
　
岡
崎
市
役

所
広
報
課
広
聴
係
｛
お
い
で
ん
施
設

め
ぐ
り
｝
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
肖
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
　
一

え
決
定
し
、
代
表
者
に
連
絡
し
ま
す
。

　
申
込
締
切
日
　
三
月
二
十
五
日
（
必

着

Ｗそ
の
他

雨
天
で
も
行

ト
地
域
文
化
広
場
に
て

い
ま
す
．

●

｜

禰

＠
歴
史
の
重
み

　
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
市
内
に
、
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ

寺
院
で
有
名
な
バ
チ
カ
ン
市
国
が
あ
る
の
は
、
ご

存
じ
の
か
た
も
多
い
と
思
う
。
イ
タ
リ
ア
の
中
に

は
も
う
一
つ
サ
ン
マ
リ
ノ
と
い
う
田
が
あ
る
。
面

積
は
わ
ず
か
に
六
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
本

市
の
三
分
の
一
に
も
満
た
な
い
。
人
目
も
一
九
八

〇
年
現
在
、
二
万
一
千
人
ほ
ど
。
標
高
七
三
八
メ

ー
ト
ル
の
チ
タ
ノ
山
上
の
小
国
で
あ
る
。

　
軍
隊
を
持
た
ず
、
国
防
を
イ
タ
リ
ア
に
お
ん
ぶ

し
て
い
る
こ
と
、
財
源
の
多
く
を
切
手
の
発
行
に

依
存
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
こ
の
国
の
特
徴
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
「
山
淑
は
小
粒
で
も
ピ
リ
リ
と
ヰ

い
」
の
例
え
で
は
な
い
が
、
な
か
な
か
ど
う
し
て

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
古
の
共
和
国
（
西
暦
三
〇
四
年

建
国
）
」
と
い
う
輝
や
か
し
い
顔
も
持
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
長
い
年
月
の
う
ち
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら

の
亡
命
貴
族
が
サ
ン
マ
リ
ノ
に
集
ま
り
、
こ
こ
で

は
貴
族
の
冠
位
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
番
の

お
得
意
は
ア
メ
リ
カ
人
だ
と
聞
く
、
世
界
に
冠
た

る
大
国
ア
メ
リ
カ
で
は
あ
る
が
、
い
か
ん
せ
ん
歴

史
が
浅
い
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
人
を

し
て
、
時
の
重
み
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
「
貴
族
」

の
称
号
に
執
着
せ
し
め
る
理
由
と
も
な
っ
て
い
る
。

因
み
に
、
こ
れ
を
買
っ
た
日
本
人
は
い
な
い
そ
う

…
…
、
ｔ
．
…
．
－
ｆ
］

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

市
長
　
　
一

で
あ
る
。

　
本
市
の
姉
妹
都
市
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー

ト
ビ
ー
チ
市
で
も
、
バ
ル
ボ
ア
ロ
ー
タ
り
Ｉ
ク
ラ

ブ
の
建
物
は
、
「
七
十
年
も
前
の
も
の
／
・
」
と
し

て
非
常
に
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
と
ほ
ど
さ

よ
う
に
、
国
の
歴
史
は
住
む
人
に
と
っ
て
、
心
の

糧
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

　
七
十
年
と
言
え
ば
。
大
正
五
年
に
本
市
が
誕
生

し
て
以
来
の
年
で
あ
る
。
岡
崎
の
場
合
こ
の
七
十

年
と
い
う
数
字
の
裏
に
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
千

五
百
年
以
上
座
綿
と
し
て
続
い
て
来
た
歴
史
が
あ

る
。
こ
う
し
た
悠
久
の
流
れ
の
中
で
七
十
周
年
を

と
ら
え
、
十
年
先
を
見
越
し
た
視
点
で
「
葵
叫

岡
崎
ｙ
」
を
始
め
と
す
る
各
腫
記
念
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

▲達磨（だるま）大師
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－
作
曲
は
い
つ
か
ら
。

　
昭
和
三
十
三
年
ご
ろ
か
ら
で
す
。

最
初
の
曲
は
「
お
玉
じ
ゃ
く
し
の
マ

ス
コ
ッ
ト
」
と
い
う
の
で
、
こ
れ
も

　
「
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
の
歌
」
と
同
じ
鶴

見
政
防
さ
ん
（
元
市
職
貝
・
ペ
ン
ネ

ー
ム
＝
中
林
き
み
を
）
の
作
詞
で
し

た
ね
。

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
の
歌
を
作
曲
さ

れ
た
い
き
さ
つ
は
。

昭
和
五
十
年
に
「
市
の
鳥
」

r一
制

定
さ
れ
た
の
で
、
鶴
見
さ
ん
と
相
談

し
て
曲
を
つ
く
り
、
市
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
あ
ま
り

知
ら
れ
ず
、
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
歌
が
、
「
葵
匝
岡
崎
8
7
」
を

始
め
と
す
る
市
制
七
十
周
年
記
念

事
業
の
Ｐ
Ｒ
用
に
お
役
に
立
て
る
そ

う
で
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
鶴
見
さ
ん
の
奥
さ
ん

が
と
て
も
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
た
だ
鶴
見
さ
ん
が
生
き
て
お

ら
れ
た
ら
と
、
残
念
に
思
い
ま
す
。

お
作
り
に
な
っ
た
曲
の
中
で
印

・

｢ハクセキレイの歌｣

を作曲した

津田次郎さん

　(62歳・大西町)

　
　
象
深
い
も
の
は
。

　
ど
の
曲
も
作
る
時
は
一
生
懸
命
で

す
か
ら
、
一
曲
だ
け
と
い
う
の
も
難

し
い
で
す
が
、
強
い
て
言
え
ば

瑠
璃
服
の
歌
」
で
し
ょ
う
か
。

　
’
ヽ
１
う

『
浄』

れ

は
矢
作
町
に
伝
わ
る
、
鄙
高
長
者
の

娘
、
浄
瑠
璃
姫
と
、
源
義
経
の
悲
恋

物
語
を
も
と
に
し
た
も
の
で
す
。
最

近
、
矢
作
の
婦
人
会
で
レ
コ
ー
ド
を

お
出
し
に
な
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
と
、

家
康
公
三
五
〇
年
祭
で
発
表
し
た
「
竹

千
代
音
頭
」
も
思
い
出
深
い
で
す
ね
。

ど
の
よ
う
に
し
て
作
曲
さ
れ
ま

す
か
。

　
詩
を
暗
記
す
る
く
ら
い
、
何
度
も

何
度
も
読
み
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
頭

の
中
で
曲
が
出
来
あ
が
り
、
最
後
の

仕
上
げ
と
し
て
譜
面
に
す
る
わ
け
で

す
。

　
有
名
な
歌
手
や
作
曲
家
の
中
に
も

楽
譜
の
読
め
な
い
人
も
い
ま
す
か
ら

ね
。
楽
譜
に
す
る
の
は
人
に
頼
め
ば

い
い
わ
け
で
す
か
ら
、
頭
の
中
に
メ

ロ
デ
ィ
ー
さ
え
あ
れ
ば
、
誰
で
も
作

●

●

魏
私卯
之4･

豪
雪
の

　
思
い
出

新
潟
県
上
越
市
（
旧
高
田
市
）
－

石
黒
　
正
一
之
（
Ｐ
｀
）

　
私
の
ふ
る
さ
と
は
、
新
潟
県
上
越

市
と
新
井
巾
で
す
。
小
学
校
三
年
生

ま
で
は
高
田
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
日
本
一
の
豪
雪
地
帯
で
、

昭
和
二
十
年
に
は
、
降
っ
た
雪
と
屋

恨
か
ら
降
ろ
し
た
雪
と
で
、
電
柱
の

頭
近
く
ま
で
に
も
な
り
ま
し
た
。
あ

ち
こ
ち
に
雪
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
ら
な

い
と
、
道
路
の
反
対
側
へ
行
け
な
い

あ
り
さ
ま
で
し
た
。
二
階
か
ら
飛
び

降
り
る
の
で
な
く
、
雪
道
か
ら
二
階

に。。。!

－･只．･，

　　'ぶ

　●．

i I

･．≪●●
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▲除雪のために、年間8億円余りの市の

　予算が使われるそうです
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▲石黒さんのご家族

へ
飛
び
降
り
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
資
料
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
年

の
雪
が
平
野
部
で
の
日
本
記
録
で
、

一
冬
に
Ｉ
、
七
二
九
セ
ン
チ
降
っ
て
い

ま
す
。
知
ら
な
い
人
が
聞
い
て
も
、

信
用
し
な
い
数
字
で
す
ね
。
し
か
し
、

一
度
に
十
七
メ
ー
ト
ル
も
降
る
の
で

は
な
く
、
解
け
な
が
ら
降
り
ま
す
の

で
、
債
雪
と
し
て
は
、
三
七
七
セ
ン

チ
が
最
高
で
す
。
し
か
し
、
屋
恨
か

ら
降
ろ
す
雪
で
二
階
よ
り
も
鳥
く
な

る
の
で
す
。

　
二
十
四
時
間
で
降
っ
た
雪
と
し
て

は
、
一
七
六
セ
ン
チ
が
記
録
の
よ
う

で
す
。
「
雪
国
は
大
変
寒
い
の
で
は
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
大
雪
で
す

と
四
方
が
雪
で
囲
ま
れ
ま
す
の
で
風

が
入
ら
ず
家
の
中
は
暖
か
い
の
で
す
。

　
春
に
な
る
と
ま
た
大
変
で
、
氷
を

切
る
大
き
な
の
こ
ぎ
り
で
雪
を
切
り
、

そ
り
に
乗
せ
て
川
へ
捨
て
に
行
く
仕

事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
朝
六
時
ま
で

に
は
、
自
宅
前
の
遺
路
に
降
っ
た
雪

･
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　　　exie－#－<大平橋の完工t^<H－^$●･

　国道l-りの大平橋は、昭和29年に完成しました。

　波り初め式には、桑原県知事、竹内市長、安藤

議長などが参列しています。

　この時「渡り初め三夫婦」をつとめたのは、大

平町の神谷金重さん・さきさん、同与五郎さん・

貞子さん、同昇f五郎さん・久子さんと、保母町の

安藤初職さん・ちよさん、同貢さん・あきｆさん、

同三省さん・照代さんの２組の皆さんでした。

　当時、国道１号は、市役所万向から大平僑北詰

めまでが開迦していました。

ト
渡
り
初
め
式

昔を語る

神谷与五郎さん

(ie歳･大平町)

　あの時は、竹内市長から父（金

重さん・昭和41年没）に、「大

平僑というくらいだから、大平

町からも出てほしい」と話があ

りました、現在国道1号の下り

線（乙川下流側）として使われ

ている部分ですねいl肝lI48年に

上り線側か架僑されましたから｡

僑は開通しても、岡町側の卜口

は、まだ工事中で、大平僑から右に折れて、|I束

海道を通行していました。

　僑の下流のえん堤付近は「天然プール｡｡という

水泳場になっていて、夏には子供たちの歓声が聞

こえたものです。えん堤も、昔は竹を細んだ虻か

ごに石を詰めた、素朴なものでしたね。

ト
現
在
の
大
平
橋

　Ｊ
図ｓ飾１　　．M

ふｄ'‘

-

≪
-
.
ｍ
ｊ
Ｆ
"
　
　
　
　
^
　
一

一 一 一

⑤

市政だより

11

　　お　か

衿

　ざ　き

　”へ

１

このページば、市民の皆？んがつくる

「
ガ
ン
バ
ッ
テ
ま
す
／
Ｌ
堀
内

冨
美
子
さ
ん

（
2
5
歳
・
中
島
町
）

　長女のまゆ( 5歳)です。バレエを

始めてまだ半年ですが、早くじょう

ずになりたいと、ガンバッテま'仁

●･

曲
で
き
ま
す
よ
。

　
歌
詞
の
こ
と
を
い
う
と
、
嗇
に
な

り
易
い
詩
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

い
い
詩
が
あ
れ
ば
、
い
い
歌
が
で
き

る
ん
で
す
。
最
初
の
フ
レ
ー
ズ
の
曲

が
出
て
く
れ
ば
、
あ
と
は
比
較
的
簡

単
に
出
米
る
も
ん
で
す
よ
。

を
踏
み
固
め
て
、
通
勤
・
通
学
の
人

が
通
れ
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
す
。
こ
の
ほ
に
Ｉ

国
の
冬
に
は
、
ほ
か
の
地
む
で
は
考

え
ら
れ
な
い
仕
事
が
あ
る
の
で
す
。

　
最
近
で
は
、
Ｉ
が
降
る
と
除
雪
収

で
直
路
の
Ｉ
を
掻
き
、
車
が
通
れ
ま

す
が
、
ｍ
‐
ば
し
っ
と
存
を
待
っ
た
も

の
で
す
、
し
か
し
．
Ｌ
供
た
ち
は
、
ほ

お
を
真
っ
赤
な
り
ん
ご
の
よ
う
に
、

于
は
焼
き
む
も
の
よ
う
に
し
て
雪
で

遊
ん
だ
も
力
で
す
『
雪
道
に
落
と
し

穴
を
つ
く
っ
た
り
、
Ｉ
の
す
べ
り
台

に
落
と
し
穴
を
つ
く
っ
た
り
の
い
た

ず
ら
も
、
今
は
な
つ
か
し
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

ト
ー
階
部
分
は
雪
の
下
に
埋
も
れ

　
て
い
ま
す

＆
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お知らせ
㎜お知らせ欄の記事の詳細は担当課へお尋ねください㎜

１
桐
　
経
　
子
さ
ん
（
八
帖
南
町
）
の
作
品

３月の

2 ＆み
や
　
　
よ

い生

花ごよみ

　さくら

一潔白一
誕生石
ブラッドストーン(血石)

一沈着･勇敢－

３日　ひな祭、耳の日

6日　啓　訣

７日　消防記念日

8日　国際婦人デー

9日　家康行列選考会

16日　プリンセスおかざ

　　き選考会

21日　春分の日

23日　世界気象デー

を
要
す
る
か
た
　
④
内
部
障
害
（
国

民
年
金
法
一
級
程
度
）
で
常
時
安
静

を
必
要
と
す
る
か
た
　
⑤
精
神
障
害

な
ど
（
国
民
年
金
法
一
級
程
度
）
で

日
常
生
活
に
全
面
的
な
介
護
を
要
す

る
か
た

　
受
給
で
き
な
い
か
た
　
①
３
ヵ
月

以
上
入
院
し
て
い
る
か
た
　
②
施
設

へ
人
所
し
て
い
る
か
た
　
③
本
人
及

び
生
計
を
同
じ
く
す
る
扶
養
義
務
者
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
か
た

　
手
当
額
　
月
額
二
万
八
百
円

　
支
給
期
間
　
認
定
請
求
の
あ
っ
た

月
の
翌
月
か
ら
、
資
格
喪
失
日
の
属

す
る
月
ま
で
。
た
だ
し
、
４
月
3
0
日
ま

で
の
間
に
認
定
請
求
を
さ
れ
た
場
合

は
４
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
申
硝
方
法
　
所
定
の
認
定
請
求
書

に
診
断
書
な
ど
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
従
来
福
祉
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
た
2
0
歳
以
上
の
か
た
で
、
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
基
礎
年
金
を･

と
も
に
受
け
ら
れ
な
い
か
た
に
は
、

経
過
措
置
と
し
て
引
き
続
き
柵
祉
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
2
0
歳
未
満
の
か
た
に
は
。
こ

れ
ま
で
ど
お
り
障
害
児
福
祉
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
、
援
護
助
成
課
一
陥
祉

手
当
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

市
政
だ
よ
り
酋
2
1
－
1
1
1
1

　
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

　
保
健
だ
よ
り
酋
2
1
1
1
1
1
2

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

子
ど
も
の
お
は
な
し
　
豊
１
’
1
1
1
3

　
（
岡
崎
力
ｔ
‐
活
）
　
　
２

３
月
1
7
日
～
3
1
日

　
ｔ
・
Ｉ
　
い
　
．
Ｉ
　
　
Ｉ
Ｉ

　
「
霧
降
山
の
竜
（
康
生
町
）
」

　
　
　
　
　
　
　
－
岡
崎
城
が
危
機

　
　
　
　
　
　
　
　
に
さ
ら
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
時
、
竜
が
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
て
…
…
…
－

　
心
の
電
話
お
か
ざ
き
萱
2
2
‐
0
7
8
3

　
小
中
学
生
と
、
そ
の
保
護
者
の
か

た
の
悩
み
ご
と
相
談

乳
幼
児
の
育
児
相
啖
酋
り
1
1
4
5

　
午
前
９
時
～
正
午
ま
で
の
毎
週
水

曜
日

消
防
一
ｙ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
　
ａ
り
0
1
1
9

救
急
医
療
情
報
登
2
1
‐
１
１
‐
３
３

四

ａ
扁
圓
Ψ

特
別
障
害
者
手
当
制
度
が

　
創
設
さ
れ
ま
す

援
護
助
成
課
福
柾
手
当
係
－
。
－
－

　
　
　
　
　
　
公
2
3
　
6
1
5
０

　
４
月
か
ら
特
別
障
害
者
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
（
初
回
支
払
は
８
月
）

　
こ
の
手
当
は
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
の
介
護
が
必
要
な
2
0
歳
以
上
の

重
度
身
体
（
精
神
）
障
害
者
が
在
宅

し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
受
給
で
き
る
か
た
　
①
国
民
年
金

法
に
よ
る
一
級
程
度
の
障
害
を
二
つ

有
す
る
か
た
　
②
国
民
年
金
法
に
よ

る
一
級
程
度
の
障
害
が
一
つ
あ
り
、

か
つ
、
身
休
障
害
者
手
帳
三
級
程
度

　
（
療
育
手
帳
Ａ
判
定
程
度
を
含
む
）

の
障
害
を
二
つ
有
す
る
か
た
　
③
肢

体
不
自
由
（
国
民
年
金
法
一
級
程
度
）

で
日
常
生
活
に
ほ
ぽ
全
面
的
な
介
護^

婦
人
よ
ろ
ず
相
談

働
く
婦
人
会
館

１

萱
2
3
－
2
９
6
３

　
相
談
内
容
　
家
庭
問
題
（
夫
婦
、

相
続
、
生
き
が
い
な
ど
困
り
ご
と
）

　
日
時
　
３
月
2
5
日
肉
　
午
後
１
時

～
３
時

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
相
談
員
　
元
家
庭
裁
判
所
調
停
員

服
部
　
久
子
氏

　
相
談
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
勁
く
婦
人
会
館
へ
電

話
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｓ
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●

購演会のご案内（無料）教育委員会社会教育課023－6433

日時　3 r]23日(ID午前lO時SO分
会場　福岡小学佼　体育館
講師　海老名香葉子（故林家三平夫人）「精一杯明るく生きなきや」

1●

●

の
か
た
。
た
だ
し
、
県
ス
ヶ
－
卜
連

盟
登
録
選
手
は
除
き
ま
す
。

　
参
加
料
　
無
料

　
申
込
み
　
３
月
1
6
日
向
ま
で
に
、

ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
内
ス
ヶ
Ｉ
卜
連

盟
事
務
局
（
入
場
券
発
売
所
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
日
以
後

の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
、

　
そ
の
他
　
参
加
者
は
当
日
午
前
７

時
3
0
分
ま
で
に
入
場
し
て
く
だ
さ
い
、

危
険
防
止
の
た
め
各
自
帽
子
、
手
袋

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ス

ピ

ｌ

ド

競

技

①小学生低学年男子の部；3年生以下） 200メートル')ンク＼周）

②小学生低学年女子の剖に3年ｔ以下） 200ﾒり,ル丿ングl周）

③小学生高学年男子の部( 4年生以士■J 200メートルl I)ンク1周）

④小学生高学年女子の部（4年生以上） 200メートル丿ンク順）

⑤中学生男子の部 400メートルi '}ンク■周）

⑥中学・高校・一般女子の部 200メートルリンク1周）

⑦高枚・一般男子の部 600メートル川ンクz周

アフ;:そ
⑧規定小学生以下の部 filij郎ともB級ブレーンテ

ストと同じ。スポーツカ

ーテン場内に掲示⑨規定中学・高咬・一般の部

･

ク
ー
ペ
電
話
又
は
は
が
き
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
持
参
品
　
せ
ん
て
い
ば
さ
み
、
つ

ぎ
木
の
で
き
る
ナ
イ
フ
な
ど
。

　３月２日の内科又は小児科の安藤医院が川瀬医院（美合豊si－iss?）に、３月９日の内科又は小

児flの川瀬医院が安藤医院（大平豊21－1845)に変わりました。

当直医の変更

　
　
　
　
●

身
体
障
害
者

　
　
巡
回
相
談

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
６
1
5
4

　
相
談
科
目

耳
鼻
咽
喉
科

―

‐

整
形
外
科
・
眼
科
・

　
内
容
　
身
休
障
害
者
手
帳
交
付
に

関
す
る
医
学
的
判
定
と
袖
装
具
相
談

　
日
時
　
３
月
2
5
日
図
　
受
付
１
午

前
1
0
時
～
正
午
　
・

～
３
時
　
袖
装
具
‘

～
午
後
３
時

相診

=-　-l- ｅ
　
ｊ
’
ｊ
４
１
　
ノ
‘

断
＝
午
後
１
時

談
＝
午
前
1
0
時

　
場
所
　
柵
祉
の
村
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
係
へ
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
、
当
日
は
受

付
け
ま
せ
ん
、

母
乳
教
室

保
健
課
健
康
管
理
係

　
　
　
　
　
　
き
2
3
‐
6
0
８
4

　
。
母
と
子
の
き
ず
な

　
　
暖
か
く
お
い
し
い
オ
ッ
パ
イ
を
″

　
日
時
　
３
月
2
8
日
吻
　
午
後
１
時

3
0
分
～
３
時
3
0
分
（
受
付
は
午
後
１

時
）

　
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
母
乳
で
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て

た
い
と
思
っ
て
い
る
妊
婦
さ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
ら
れ
る
か
た
歓
迎

　
講
師
　
助
産
婦
　
大
僑
　
縁
氏

　
内
容
　
母
乳
育
児
に
つ
い
て
の
話
、

産
後
の
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
技

　
申
込
方
法
　
事
前
に
保
健
課
鯉
康

管
理
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
　
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
か

た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
交
付
を
ま
だ

受
け
て
い
な
い
か
た
へ

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
‐
1
６
1
5
3

　
こ
の
利
川
券
は
３
月
3
1
日
ま
で
の

利
用
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
必
ず

期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
、

※
　
詳
し
く
は
昨
年
の
市
政
だ
よ
り

９
月
1
5
日
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

福
祉
課
障
害
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

農
務
課
園
芸
係
　
酋
2
3
‐
6
1
9
9

（
芦
渠
）
鼎
下
旬
に
コ
マ
ツ
ナ
、
小
力

ブ
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
睡
ま
き

　
（
乾
燥
に
注
意
）

Ｃ
Ｍ
Ｍ
＞
リ
ア
．
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、

カ
ラ
ー
な
ど
春
植
え
球
根
は
下
旬
か

ら
４
月
に
か
け
て
植
え
ど
き

（
庭
）
ガ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
、
カ
ン
ツ
バ

キ
な
ど
常
緑
樹
の
移
植
の
適
期

　
講
　
座

さ
し
木
の
仕
方
）

！
・

愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場

　
　
　
　
安
城
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

酋
0
5
6
６
　
7
62
1
４
1

ｋ　　　　　ノ

　
日
時
　
３
月
1
2
日
困
　
午
後
１
峙

3
0
分
～
４
時

　
場
所
　
安
城
農
林
技
術
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室

　
受
講
料
　
無
料

　
定
員
　
3
0
名

　
申
込
方
法
　
３
月
８
日
ま
で
に
、

安
城
市
池
浦
町
境
目
一
　
愛
知
県
農

業
総
合
試
験
場
安
城
農
業
技
術
セ
ン

ｊ第16回

岡
崎
市
民

　
ス
ケ
ー
ト
大
会

岡
崎
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
酋
5
3
－
７
６
4
4

‐

‐

‐

１

　
日
時
　
３
月
2
3
日
剛
　
午
前
８
時

　
場
所
　
岡
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

　
競
技
方
法
　
靴
は
自
山
①
ス
ピ
ー

ド
競
技
…
タ
イ
ム
レ
ー
ス
　
②
フ
ィ

ギ
ュ
ア
競
技
・
：
６
点
採
点
法

　
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
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東
京
・
京
都
学
生
寮
（
岡
崎
育
英
会
）
寮
生
募
集

京

都

東

京

学

生
寮

名

募
集
人
員
な
ど

教
育
委
員
会
庶
務
課

公
23

６
４
１
９

㎜

20
人

29
人 A粟

旧約

所30
方分

面

回I約no

ヤ

所都
要心
時へ

間の

四京
丁都

目心

16 Ik

｜岡
２京

　市

　開

　川

一千
丁葉

目県

21市
　川
５市

　南

　八
　幡

所

在

地

討
回

付

V- ■]" 4'.　田

　ン●｀‾’

寮

窒

　
応
募
資
格
　
市
内
に
３
年
以
上
居

住
し
て
い
る
か
た
の
子
弟
（
男
子
）

で
、
東
京
又
は
京
都
近
郊
の
大
学
に

入
学
予
定
嗇
及
び
在
学
者

　
締
切
り
　
３
月
2
0
日
附
　
川
紙
は

教
育
委
員
会
庶
務
課
に
あ
り
ま
す
。

　
納
付
額
　
①
寮
費
、
光
熱
水
費
な

ど
…
月
額
一
万
一
千
円
　
②
食
費
…

実
費

　
選
考
方
法
　
面
接
を
行
い
ま
す
。

献血＼Z　　　　………。
ご協力ぐださn　　/(↑デ

^ 1月13日剛から３月13日困までは「20

　歳の献血」キャンペーン巾です。多く ●
　の包求の･.かい、tet刀乞fc-笥lいしまT．

　　　　　岡崎地区献血推進協議会

　　　　　　事務局援饉助成課援護係S23－6I45

C3月の献血日程〕

日(曜) 時　間 場　　　所 主　　　催

５日南
午前10時

~午後3時
享成自動車学校 享成自動'μ学校

12日南
午前10叫

~午後3峙
市立岡崎病院

岡崎地区

献爪推進協議会

i5日出
午

守

打io時
妙細分

ヤマナカ羽限店
岡崎地区

献血樅進協議会

i9日伽
午前10時

~午後3時

Ill本製作所

　　　岡崎工鳩

川本製v-所

　　　　献血会

23日(a)
午前10時

~午後3時
セルビ西広場

鳥校生献血を

　　すすめる会

2b日知

午前10時

　～正午

東海電気工事

　　　岡崎支社 束海電気工小

　　　　献illl会午後１時

~午後3時

東海電気工事

　　六名配電所

26日伽
午前10時

~午後3時
市立岡崎病院

岡崎地区

献血推巡協議会

28日吻
午前10時

~午後s時
篭Hi　公園

葵ライオンズ

　　　　クラブ

４月

５日C±)

午前10時

吽筏3時3紛

岡崎公園

　　　花時計前

岡崎地区

献|白L推進協議会

●

●・

｜

●

若
葉
学
園
の

　
　
　
園
児
募
集

　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
‐
＝
‐
‐
‐
－

福
祉
の
村
若
葉
学
園

　
　
　
　
萱
2
1
　
６
４
３
1

　
所
在
地
　
市
内
欠
町
字
清
水
川
七

ノ
ー
　
（
福
祉
の
村
内
）

　
対
象
児
　
お
お
む
ね
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
精
神
薄
弱
（
自
閉
的
傾
向

も
含
む
）
及
び
重
複
障
害
を
持
つ
幼
児

　
療
育
内
容
　
日
常
生
活
訓
練
、
身

休
機
能
訓
練
な
ど

　
通
園
方
法
　
学
園
の
専
用
バ
ス
で

送
迎

※
　
詳
し
く
は
、
若
葉
学
園
か
岡
崎

児
童
相
談
所
【
き
丿
▽
リ
】
４
３
４
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
、

　
施
設
の
見
学
と
相
談
は
、
い
つ
で

も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

Ｓ
回
幽
回
ｌ

固
定
資
産
課
税

　
　
　
台
帳
の
縦
覧

資
産
税
課

酋
り
1
６
0
9
4

　
縦
覧
期
間
　
３
月
2
0
日
ま
で

　
縦
覧
場
所
　
市
役
所
総
務
部
資
産

税
課

※
　
縦
覧
の
で
き
る
か
た
、
縦
覧
時

間
、
審
査
の
申
し
出
に
つ
い
て
は
、
２

月
1
5
日
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
資

産
税
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。Ｓ

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

31
日

(月)

29
日

山

28
日

吻

27
日
困

26
日

㈲

25
日

出

24
1.1

㈲

22
日

出

20u
床

19
日

附

18
日

肉

17
日
凹

蛮

日
３柱

区東

曝

羽本

限1

西・

新2

[Ill■

町天

　｀白

城｀
南江

町|」

　羽

　根
　北

　新

３田上．

区団和
　地田

　い

　根’
　斜

　ト

　２十.
　・和

針針

崎崎

目郷
冊丿
削ぅ

区束

　若

　松

杜柱

辻郷

１束

2 西

３市

区・
　北

腿
紆
訃
パ肘

叫

後i啼
牝

牡

土上

井三
　ッ

　木

　下
　－　－　－　ッ

　木

%

中’

■lili]

L

E

　名

　定

鸚

ゝ●

桔

　果

T

十．

青

野

赤

渋

中

之

糾

牧宮

御地

堂｀

　｀井
下内

和｀

田法
　｀性

町寺
畑｀

収

集

町

名

※
　
乾
電
池
は
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
透

明
な
袋
に
入
れ
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

･
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●

め
ば
え
の
家

　
　
　
講
演

A
心

-
z:i

福
祉
の
村
め
ば
え
の
家

　
　
　
　
　
　
ａ
2
5
　
1
２
８
８

　
日
時
　
３
月
1
7
日
間
　
午
後
１
時

～
３
時

　
場
所
　
福
祉
の
忖
　
老
人
セ
ン
タ

ー
清
楽
荘

　
テ
ー
マ
　
こ
の
子
ら
の
命
－
共
に

生
き
る
と
い
う
こ
と
Ｉ

　
講
師
　
名
古
屋
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
英
治
氏

　
受
講
料
　
無
料

や
さ
し
い
古
文
書
講
座

　
　
受
講
生
募
集

郷
　
土
　
館

　
募
集
人
員

ス
）
1
2
0
名

ス
）
－
4
0
名

Ｓ
2
3
　
1
０
3
９

初
級
科

研
究
科

（
半
年
コ
ー

（
１
年
コ
ー

　
日
時
　
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

初
級
科
＝
午
前
1
0
時
～
正
午
、
研
究

科
＝
午
後
１
時
～
３
時

　
会
場
　
市
立
図
書
館
（
明
大
寺
町
）

　
講
師
　
愛
知
教
育
大
学
教
授
　
新

行
紀
一
氏
、
岡
崎
古
文
書
研
究
会
役
員

　
テ
キ
ス
ト
代
　
初
級
科
＝
‥
二
千
円

研
究
科
＝
四
千
円

　
申
込
期
間
　
３
月
1
5
日
～
3
0
日

穐

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
。
市
内
朝
日
町
三
丁
目
三
十

六
番
地
一
、
岡
崎
市
郷
土
館
へ
巾
し

込
み
く
だ
さ
い
。

広
告
宣
伝
用

　
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の

　
　
　
利
用
者
募
集

－
管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
＝
-
Ｃ
Ｄ
２
２
９

　
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
規
格
　
横
―
・

８
ｍ
、
縦
Ｏ
・
８
５
ｍ
、
而
禎
―
・

５
３
㎡

　
場
所
　
束
岡
崎
駅
前
地
下
道

　
使
用
期
間
　
４
月
１
日
～
１
年
間

　
使
用
料
　
年
間
八
万
三
千
八
百
円

　
申
込
期
間
　
３
月
1
5
日
～
３
月
2
8
日

　
申
込
先
　
市
役
所
建
設
部
管
理
課

　
募
集
件
数
　
６
件

※
　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
の
で
期
間
内
に
お
忘
れ
な
く

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

仮
装
行
列

　
　
参
加
者
募
集

容
2
3
　
６
２
1
2

　
市
制
7
0
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と

し
て
、
４
月
1
2
日
に
行
わ
れ
る
家
康

｜

●

行
列
と
と
も
に
仮
装
行
列
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
で
祭
り
を
一
層

楽
し
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
実
施
方
法
　
家
康
行
列
の
後
列

　
仮
装
ス
タ
イ
ル
　
自
由

　
参
加
謝
礼
　
参
加
者
一
名
に
つ
き

五
千
円
（
衣
装
代
な
ど
経
費
一
切
を

含
む
）

　
応
募
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
又

は
在
学
の
小
学
生
以
上
の
か
た

　
申
込
方
法
　
個
人
又
は
団
体
で
、
は

が
き
な
ど
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
団
体
の

場
合
は
団
体
名
、
代
表
者
名
、
連
絡

先
を
記
入
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ

Ｉ
Ｑ

Ｆ
Ｖ　

申
込
先
　
〒
…
ｍ
市
内
十
王
町
二
丁

目
九
番
地
　
岡
崎
市
役
所
商
工
労
政
課

　
申
込
期
限
　
3
U
1
5
日
出

　
定
員
　
先
着
1
0
0
名

　
参
加
者
説
明
会
　
３
月
2
6
日
俐

午
後
１
時
3
0
分
　
岡
崎
市
役
所
８
階

大
会
議
室

霊
き
ゅ
う
車

　
運
休
の

　
　
　
お
知
ら
せ

市
民
課
窓
口
係

　
　
　
　
　
容
2
3
　
６
1
２
８

ｌ
ｌ

　
市
の
霊
き
ゅ
う
車
は
車
検
幣
備
の

た
め
、
４
月
１
日
か
ら
４
月
３
日
ま

で
の
期
間
利
川
で
き
ま
せ
ん
。

･

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
羽
根
小
学
校
創
立
5
0
周
年
記
念
事

業
実
行
委
貝
会
▼
小
豆
坂
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
▼
野
村
勝
正
外
４
名
▼
竹
下
照

子
・
佐
治
光
江
・
高
僑
は
る
子
▼
矢

作
北
保
育
園
母
の
会
▼
常
磐
保
育
園

母
の
会
▼
黒
柳
卯
佐
三
▼
川
崎
幹
雄

▼
原
田
耕
治
▼
島
田
雅
文
▼
市
川
正

夫
▼
渡
辺
信
吉
▼
正
村
基
三
▼
済
水

建
設
㈱
名
古
屋
支
店
▼
中
日
新
聞
社

会
事
業
団
▼
岡
崎
石
工
団
地
石
製
品

開
発
葵
会
▼
八
千
代
会
岡
崎
支
部
▼

岡
崎
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
▼
岡

崎
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
▼
㈲
栄

屋
▼
㈲
三
河
公
益
杜
▼
ジ
ャ
ス
コ
岡

崎
店
▼
岡
崎
女
子
短
期
大
学
第
2
0
回

大
学
祭
実
行
委
員
会
▼
神
谷
葵
水
▼

全
三
河
書
道
百
選
展
▼
八
川
浩
矣

１ 岡崎市の人□ １
昭和61年２月１日現在

　男　141,776人　102人増

　女　144,102人　108人増

　計285,878人　210人増

世帯数85,412世帯　25世帯増
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昭和Gl年3 n 1日

　葵庫岡崎w

マスコットキャラクターの愛称と

　　　　　　市制7o周年記念
　　　　　シンボルマークの発表

シンボルマークは○に決まりました

　　　　応募総数2,101票(うち白票31)

O754票

岡崎市制70周年

@723票

●

５Ｅｇ

岡崎市制70周年

　
七
本
の
線
は
、
七
十
周
年
を
意
味
し
、
○

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
１
の
○
を
基
盤
に
、
未
来
へ
躍

進
す
る
岡
崎
市
民
の
心
を
表
現
し
て
い
ま
す

c593票

岡崎市制70周年

1(5

１月１日号で募集したマスコットキャラクター

の愛称と、２月１日号で人気投票を行ったシン

ボルマークが決定しました。たくさんのご応募

ありがとうございました。

岡崎市制i周年記念事業実行委員会事務局

酋23－ ６ 1
　７０

-　　　一一‥-　　---

マスコットキャラクターの愛称は

　　　　　　｢ピーコ｣に決まりました

　　　　　応募総数26,199点(26,015人)

｢"w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w--〃〃〃〃〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w〃w，

|　

楽“｀徴．が゛ワぱ゛／　　　　　

ｎｎ;

熹

！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜　つンどし模

ト86プリンセスおヵヽざき　ヰﾄﾞf*^ '^.

｜　　公開コンテスト　ロドｖ

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を場　゜イ　し

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　で　　ク

｜　　　　　　　岡崎市観光協会容23-6216・6217　　　L 憲　　自｀

＼.－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－一一一一一一一－一一一一一･

でぐｼ手塚プロダクション

アオイちゃん…618点

レイちゃん……476点

などがおもなものでした。

-一一一一一一-

歌
＝
広
野
由
紀

　
ド
専
属
）

/ヘ
キ

ン
グ
レ

一一・ 一一一一-

●
日
時
　
３
月
1
6
日
間

か
ら

●
場
所
　
せ
き
れ
い
ホ
ー

町
）

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
漫
才
＝
束
洸
助
・
玉
助

　
　
会
）

コ

‘
ｉ
！
！
・
‘
！
・
‘
！
！
！

　　　－．　　　　ル　　　午

　　　総　　　　一　　　後
　　　合　　　　朝　　　１

　　　司　　　　　日　　　峙

一一一一一一一一一ヽ－－･－－
・編集と発行　　岡崎市市長公室広報課　〒･141岡|崎市十王町２丁目９番地　e2:s －(3033
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